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気象情報をさらに有効に気象情報をさらに有効に
活用して頂くために活用して頂くために
～～XMLXML形式による提供に向けて～形式による提供に向けて～

平成20年5月23日（金）

気象庁総務部企画課

山腰 裕一
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気象情報をさらに有効に活用して頂くために気象情報をさらに有効に活用して頂くために

防災気象情報の高度化
緊急地震速報の広く国民への提供開始

市町村を単位とした気象警報の提供に向けて

防災機関等における防災関係情報の共有の推進

きめ細かい防災関係情報を国民一人ひとりに

【【背景、目的など背景、目的など】】

新しい情報は利用されてこそ･･･新しい情報は利用されてこそ･･･
しかし、利用しやすいものか？しかし、利用しやすいものか？ 処理コストは？処理コストは？

？どうすれば？？どうすれば？
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【【はじめにはじめに】】 観測、予報、警報観測、予報、警報

観測

自然科学的方法による現象の観察及び測定

予報

観測の成果に基く現象の予想の発表

警報警報

重大な災害の起るおそれのある旨を警告して行う予報

一定の基準を満たせば
みなさまも可能

･･･気象庁のみ

一連の流れ

Single Official Voice

4

【【はじめにはじめに】】 ITIT とと 気象庁気象庁
～「これまで」と「これから」～～「これまで」と「これから」～

気象

地震

全国で

観測：数地点
警報：数区域

観測：約1,300地点
警報：約370区域

観測：約4,000地点

警報：開始
観測：数地点
警報：－

ITITを含む科学技術等の進展を含む科学技術等の進展

被害

粗 密、正確に早く

世界最先端（日本に学べ）

さらに減大幅に減
⇒犠牲者ゼロ

⇒さらに高度化
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5,000

台風・集中豪雨対策の進展台風・集中豪雨対策の進展

更なる被害の軽減に向けて

伊勢湾台風

約100km
（H17）

5169

S34

被害の軽減

風水害による死者・行方不明者（人）

約200km
（S57）

予報の誤差

台風・集中豪雨対策の強化台風・集中豪雨対策の強化台風・集中豪雨対策の強化

台風予報
12,24,48,72時間後

台風予報
3,6,9,3,6,9,12,…時間後

暴風域に入る確率

例えば

6

地震・津波対策の進展地震・津波対策の進展

地震・津波対策の強化地震・津波対策の強化地震・津波対策の強化

1967年
（S42年）

1977年
（S52年）

1987年
（S62年）

1997年
（H9年）

2005年
（H17年）

地震の把握能力の向上とともに、
より小さな地震の発生を数多く探知

本震の発生メカニズムや本震の発生メカニズムや
余震の活動を詳細な評価が可能に余震の活動を詳細な評価が可能に

気象庁が探知した、わが国周辺の地震の回数
（無感地震を含む）

日本海溝・千島海溝周辺海溝型地震

○来るべき大規模地震○来るべき大規模地震

東海地震、東南海・南海地震

○いつどこでも○いつどこでも
発生する地震発生する地震

更なる被害の

軽減に向けて

◆ 断層のずれる方向・速度等を

速やかに適切に評価
（例）

大

小

津波予報の高度化

例えば
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気象庁からの防災情報の流れ気象庁からの防災情報の流れ
～情報から始まる防災～～情報から始まる防災～

：情報の流れ ：関係機関の対応

緊急災害対策本部等
（本部長：内閣総理大臣） 緊急参集チーム

（官邸）

災害対策基本法による指定行政機関

報道機関

防災関係省庁

気 象 庁気 象 庁

地震、津波、台風、集中豪雨等の
異常な自然現象の把握と予測

防災気象情報防災気象情報

都
道
府
県

市

町

村

国国

民民
関
係
部
局
へ
の

指
示
等

支
援
・総
合
調
整

避難勧告、避難勧告、
警戒区域の警戒区域の
設定設定等
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# # 高層気象観測高層気象観測

# # 地上気象観測地上気象観測

# # 気象レーダー観測気象レーダー観測

# # 地震・津波観測地震・津波観測

# # 火山観測火山観測

# # 気象衛星観測気象衛星観測

# # 海洋気象観測海洋気象観測

# # 地震・津波情報地震・津波情報

# # 火山情報火山情報

# # 防災気象情報防災気象情報

# # 東海地震に関連する情報東海地震に関連する情報

都道府県

市町村

民間気象会社

指定行政機関

官邸

指定公共機関

報道機関

気象気象注意報注意報
平成１６年 ５月１６日０５時３２分 鹿児島地方
薩摩地方」大雨，雷，洪水注意報」
（（薩摩地方では１６日夕方にかけて所により
れがあります。土砂災害、低地の浸水害、

鹿児島・日置 ［発表］大雨，洪水注意報
特記事項 土砂災害注意 浸水注意
雨 １６日夕方まで ピークは１６日昼過ぎ

１時間最大雨量 ３０ミリ

気象気象警報警報
平成１６年 ５月１６日０７時３０分 鹿児島地方気
鹿児島・日置」大雨，洪水警報」雷注意報」
出水・伊佐」大雨，洪水警報」雷注意報」
川薩・姶良」大雨，洪水警報」雷注意報」
甑島」大雨，雷，洪水注意報」
指宿・川辺」大雨，雷，洪水注意報」
（（出水・伊佐、川薩・姶良、鹿児島・日置では、１６
的に雷を伴い非常に激しい雨の降るおそれがあり

各種各種防災防災気象情報気象情報

# # 数値解析・予報数値解析・予報

○台風情報

○土砂災害警戒情報

○記録的短時間大雨情報

⇒３時間後

○降水短時間予報 など

○震度情報
○緊急地震速報

○津波警報・注意報

○噴火警報

（災害時の関係省庁連絡会議など）

専
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

専
用
シ
ス
テ
ム
に
よ
る

直
接
提
供

直
接
提
供

配
信
機
関
か
ら
の
提
供

配
信
機
関
か
ら
の
提
供

（気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
）

（気
象
業
務
支
援
セ
ン
タ
ー
）
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様々な災害対応のトリガーとなります様々な災害対応のトリガーとなります

海上保安庁

危機管理
センター

内閣府

防衛省

警察庁
消防庁

ＮＨＫ等
放送機関

震度６弱以上震度６弱以上
（東京都（東京都2323区内震度５強以上）区内震度５強以上）

震度４以上震度４以上

震度５弱以上震度５弱以上

震度５弱以上震度５弱以上

震度４以上震度４以上

震度３以上震度３以上

緊急参集チーム参集

地震被害推計

被害状況
の調査

ラジオ、テレビによる速報

震度速報

津波注意報・津波警報*1

震源に関する情報*2

津波情報

震源・震度に関する情報

各地の震度に関する情報

津波情報

（震度３以上）

（震度３以上）

（震度１以上）

約２分後

約３分後

約５分後

地震地震
（数秒～

数十秒後）
緊急地震速報

＊2 津波なしの場合に発表
＊1 緊急地震速報の技術を活用し津波予報の迅速化可能時には、最速２分で発表。
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気候変動・地球環境対策の進展気候変動・地球環境対策の進展

気候変動・地球環境対策の強化気候変動・地球環境対策の強化気候変動・地球環境対策の強化
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年

回数/100地点

１時間降水量
50mm以上の年間回数

1967年
（S42年）

1977年
（S52年）

1987年
（S62年）

1997年
（H9年）

2005年
（H17年）

0

10

20

30

40

1950 1960 1970 1980 1990 2000
年

個

発生

接近

上陸

1976～
1985平均

16.616.6回回

1986～
1995平均

17.717.7回回

1996～
2005平均

21.821.8回回

台風の発生等の頻度 世界平均の気温

○気象庁「異常気象レポート」等○気象庁「異常気象レポート」等

○○気候変動に関する政府間パネル気候変動に関する政府間パネル（（IPCCIPCC）の報告）の報告
世界各地で
異常気象の
増加の懸念

例えば

精緻な地域気候モデルの開発

高分解能化
（20ｋｍ→4ｋｍ）

高分解能化
（20ｋｍ→4ｋｍ）

自然界の吸収自然界の吸収

人為的排出量

CO2濃度増加率
(観測値)

観測精度の向上による地球
温暖化予測の改善

正確な変動傾向の把握

正確な正確な
100100年後の年後の

気温分布気温分布

・観測精度の向上
・温暖化予測の改善
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防災気象情報の高度化防災気象情報の高度化

12

近年の災害を振り返って近年の災害を振り返って

阪神淡路大震災（1995）、新潟県中越地震（2004）

福井、新潟・福島豪雨、台風第23号（2004）

少しでも早く少しでも早く ⇒⇒ 揺れる前に揺れる前に

⇒耐震化

大雨、洪水警報大雨、洪水警報
避難勧告、避難指示避難勧告、避難指示

を知っているのに・・・を知っているのに・・・

我がまち、我がことと思える情報我がまち、我がことと思える情報

自分は大丈夫・・・自分は大丈夫・・・
（正常化の偏見）（正常化の偏見）
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緊急地震速報の広く国民への提供緊急地震速報の広く国民への提供

緊急地震速報は、地震による強い揺れを事前にお知らせすることを目指す新しい情報で、
平成19年10月1日から提供開始し、12月1日から警報として確実に伝達しております。

緊急地震速報は、地震による強い揺れを事前にお知らせすることを目指す新しい情報で、緊急地震速報は、地震による強い揺れを事前にお知らせすることを目指す新しい情報で、
平成平成1919年年1010月月11日から提供開始日から提供開始し、し、1212月月11日から警報として確実に伝達日から警報として確実に伝達しております。しております。

企業、工場

生産設備の被害軽減、
作業者の安全確保

家庭における安全確保

緊急停止による危険回避

集客施設
における
安全確保

利活用

地震計

気象庁

テレビ・ラジオ

防災行政無線

携帯電話

専用端末、
ケーブルテレビなど

デパートなど

交通機関、エレベータ

14

緊急地震速報の伝達緊急地震速報の伝達

NTT Docomo、KDDI 共同報道発表資料より

震度５弱以上
強い揺れの
エリア内
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市町村単位の気象警報の発表市町村単位の気象警報の発表

浸水件数

※対象災害を超える被害のあった区市町村を着色

【警報の対象災害】
23区西部・23区東部：

1つの区で浸水50棟以上

多摩北部・多摩南部・多摩西部：

1つの市町村で浸水10棟以上

【警報の対象災害】
23区西部・23区東部：

1つの区で浸水50棟以上

多摩北部・多摩南部・多摩西部：

1つの市町村で浸水10棟以上

現 行 計 画

細かく絞り込んでの発表細かく絞り込んでの発表細かく絞り込んでの発表

20052005年年99月月44日事例による日事例による大雨、洪水大雨、洪水警報区域の比較警報区域の比較

市区町村毎の発表細分区域毎の発表

平成平成2222年度年度

23区東部
23区西部

多摩東部

多摩南部

多摩西部

16

防災気象情報の伝達手段の充実防災気象情報の伝達手段の充実
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突風被害軽減に向けた新しい情報の発表突風被害軽減に向けた新しい情報の発表

18

XMLXML形式による形式による

提供に向けて提供に向けて
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【【現在現在】】防災気象情報の電文による提供防災気象情報の電文による提供

ｹｲﾎｳｹｲﾎｳ1 1 ﾖｺﾊﾏﾖｺﾊﾏ
211434211434
4611 164611 16
4612 15 164612 15 16
4623 04 104623 04 10
平成XX年１０月２１日１４時３４分
横浜地方気象台発表
横浜・川崎」波浪注意報」
湘南」強風，波浪注意報」
西湘」洪水警報」大雨注意報」
（（神奈川県西部では２１日夜遅くにか
けて大雨となり、特に西湘地方では引
き続き洪水のおそれが高くなっていま
すので警戒してください。））
・・・本文・・・

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ3 3 ｷｼﾖｳｷｼﾖｳ
47 03 00 061004150000 C1147 03 00 061004150000 C11
061004145930061004145930
ND20061004145955 NCPN01ND20061004145955 NCPN01
9762 N336 E1362 0409762 N336 E1362 040

PRC0000/PRC0000/
CAI 0000CAI 0000
CPI 0000CPI 0000
CBI 000CBI 000
PAI 9936 9941 9934 9943 9942PAI 9936 9941 9934 9943 9942

PPI 9240 9300 9180 9210 9220 9230 PPI 9240 9300 9180 9210 9220 9230 
9250 9260 9270 9280 9290 9360 9370 9250 9260 9270 9280 9290 9360 9370 
9390 93309390 9330
PBI 462 551 550 461 400 401 432 442 PBI 462 551 550 461 400 401 432 442 
443 450 451 460 500 501 510 511 520443 450 451 460 500 501 510 511 520

・・・・・・

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ4 ｷｼﾖｳ
47 03 00 XX1004150000 C11
9999
地震ＩＤ：２０XX１００４１４５９５５
平成XX年１０月 ４日１５時００分００秒
気象庁地震火山部発表
緊急地震速報（警報）（第１報）
４日１４時５９分３０秒頃
三重南東沖
北緯３３．６度 東経１３６．２度
強い揺れが推定される地域
＜地方単位＞
東海 近畿 北陸 四国 中国
・・・

ｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝｷﾝｷﾕｳｼﾞｼﾝ4 4 ｷｼﾖｳｷｼﾖｳ
47 03 00 47 03 00 XXXX1004150000 C111004150000 C11
99999999
地震ＩＤ：２０XX１００４１４５９５５
平成XX年１０月 ４日１５時００分００秒
気象庁地震火山部発表
緊急地震速報（警報）（第１報）
４日１４時５９分３０秒頃
三重南東沖
北緯３３．６度 東経１３６．２度
強い揺れが推定される地域
＜地方単位＞
東海 近畿 北陸 四国 中国
・・・

気象警報気象警報 緊急地震速報（地震動警報）緊急地震速報（地震動警報）

機械処理用の
コード部分

機械処理用の機械処理用の

コード部分コード部分

電文種別毎に電文種別毎に
異なる異なる

20

• 関係機関に通知
• 他の関係情報と複合
• 関係部分のみを抽出 など

• 即時伝達（テロップ作成）
• 情報の融合、抽出
• 画面、原稿作成 など

• 契約相手に提供
• 情報の融合、抽出
• 利用者に即した加工 など

【【現在現在】】 防災気象情報の利用形態（例）防災気象情報の利用形態（例）

コード部分
＋

かな漢字部分

電文そのものを
表示・印刷

個々の目的に
即した処理

行政機関行政機関

対応

計算機処理用視認性重視

報道機関報道機関

民間企業民間企業

• 住民への通知
• 調整、災害応急活動
• 避難指示、勧告 など

災害対応

• 速報
• ニュース
• データ放送 など

報道

サービス
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【【課題課題】】 電文内容を（一部）変更した場合電文内容を（一部）変更した場合

コード部分
＋

かな漢字部分

電文そのものを
表示・印刷

個々の目的に
即した処理

計算機処理用視認性重視

プログラム
改修など

プログラムプログラム
改修など改修など

情報の高度化情報の高度化

よい情報は使いたい
しかし、

１文字変わっただけで・・・
１文字読み間違えても・・・
汎用技術が使えれば・・・
情報の種類によって

対応が異なる・・・
開発・改修コストが・・・

より精度の高いものを・・・
より分かりやすく・・・

22

【【解決解決】】 電文を電文をXMLXML形式に形式に

電文そのものを
表示・印刷

個々の目的に
即した処理

計算機処理用視認性重視

気象や地震等異なる分野の
情報を統一的に処理可能

汎用技術を用いて容易に
情報を加工可能

情報の要素追加等の軽微な
内容変更に対して、柔軟に
対応可能

経費面の負担軽減

かな漢字部分XMLXML形式形式

防災気象情報の
活用、共有化の推進
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【【方法方法】】 皆様に活用いただくために皆様に活用いただくために

仕様の作成と公開に向けて

共 通 辞 書

気
象
情
報
辞
書

地
震
津
波
情
報
辞
書

火
山
情
報
辞
書

○
○
情
報
辞
書

気象警報のXMLスキーマ
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

震度速報のXML
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

震度速報のXML
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

津波警報のXMLスキーマ
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

津波警報のXMLスキーマ
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

○○情報のXMLスキーマ
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

○○情報のXMLスキーマ
<?xml version="1.0" …
<xsd:schema xmlns:xsd= …
…
…

行政機関
⇒防災情報の

共有化など

報道機関等
⇒利用促進

民間企業等
⇒利用促進

XMLXMLコンソーシアムの協力コンソーシアムの協力

意見

気象庁気象庁XMLXML（仮称）の仕様（仮称）の仕様

公開

利
用

者
の

処
理

を考
慮

し、

可
能

な
限

り共
通

の
構

文
を利

用

普及

検証検証

24

【【現在現在】】 ドラフト版の公表・意見募集ドラフト版の公表・意見募集

昨日（5/22）XMLコンソーシアム様と共同で報道発表

気象庁とXMLコンソーシアム
“気象庁防災情報XMLフォーマット”についてのご意見を募集

気象庁とXMLコンソーシアム
“気象庁防災情報XMLフォーマット”についてのご意見を募集
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【【今後今後】】引き続きご協力よろしくお願いします。引き続きご協力よろしくお願いします。

XML化を予定している情報

「気象警報・注意報」、「台風情報」、
「津波警報・注意報」、「緊急地震速報」、
「地震情報」、「噴火警報・予報」、
「天気予報」、「週間天気予報」など

今後のスケジュール
今年度～ 順次仕様公開

来年度 検証、普及 など

来年度～ 提供開始（現行形式との並行）
＊情報毎に提供開始時期が若干異なるが

可能な限り短期間に全ての情報のXML化を予定

26

最後に最後に

「「http://http://www.jma.go.jpwww.jma.go.jp//」から」から をクリックをクリック

正しく理解して頂きたいと思います。正しく理解して頂きたいと思います。
その上で、日頃から考え、備えるようにしましょう。その上で、日頃から考え、備えるようにしましょう。
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ありがとうございましたありがとうございました




